
第 2 1 号

『きりんカフェ』『きりんカフェ』開催のご案内
〈登校しづらいお子さんを持つ保護者の会〉

登校しづらいお子さんを持つ保護者にとって、悩みや辛さを話
せる場として、「きりんカフェ」が少しでも心安らぐ時間になれ
ばと思っています。
なお、第３回の９月３日はおおずふれあいスクールの先生をお

迎えしての相談会を予定しています。

１ 日 時 第３回 ９月３日（金）10:00～11:30
第４回 11月19日（金） 〃
第５回 ２月18日（金） 〃

２ 場 所 教育支援室（保内庁舎１階）

３ 申込み方法
開催日の前日までに、お申し込みください。
電 話 ２１－６８６４
メール sien1@yawatahama.ed.jp 甲野まで

教育支援室だより
八幡浜市教育委員会

教育支援室 ☎21-6864

令和３年９月１日発行

「ほめ言葉と笑顔のハッピーセット」で実りの秋に

教育支援室室長 甲野 正人

子どもたちの夏休みが終わり、２学期がスタ

ートしました。今年の夏も、新型コロナウイル

ス感染症の拡大によって、様々な自粛要請がな

されました。このような中にあっても、子ども

たちは、きっと多くの種々の体験をしただろう

と思います。教育支援室では、感染防止策を講

じながら取組を進めましたが、愛媛県が感染対

策期(8/11～)になったことを踏まえて、やむを得ず、一部の事業を

中止しました。参加を楽しみにしていた方々にお詫び申し上げたい

と思います。また、事業の推進に御協力いただいた全ての方々、御

参加いただいた皆様に感謝申し上げます。

さて、教育支援室の事業の一つに「ペアレント・トレーニング」

があり、６名のお母さん方が、全７回講座を受講中です。私も主催

側として受講していますが、お母さん方が、お子さんの成長や課題

を確かめながら、毎回真剣に学習されている姿に、私自身も元気を

いただいています。このペアレント・トレーニングのキーワードは、

「ほめ言葉と笑顔のハッピーセット」です。２学期は子どもたちの

成長を確かめる場面が多くあると思います。子どもたちの自立と成

長を進め、実りの秋とするため、子どもたちの小さな変化をほめ、

笑顔で接していただくことを願っています。そのためには、子ども

の小さな成長に気付く感性を持つことが必要になります。子どもの

変化を意識することを大切にして、子育てや教育を進めていただき

たいと思います。

今学期も、教育支援室が、子どもたちの自立と成長の一助となる

ことができれば幸いです。どうぞよろしくお願いいたします。

お 知 ら せ

☆ 療育・教育相談（上岡一世先生[元愛媛大学教授]）

第３回の９月30日の１枠目に予約が入っていますが、それ

以降は、今のところ全て空いています。

第３回 ９月30日(木) ①予約済 ②14:30～ ③15:30～

第４回 11月11日(木) ①13:30～ ②14:30～ ③15:30～

第５回 １月20日(木) ①13:30～ ②14:30～ ③15:30～

第６回 ３月10日(木) ①13:30～ ②14:30～ ③15:30～

☆ ミュージック・ケア（音楽療法）
第３回 10月23日(土) 10:00～11:00 保健センター４階

第４回 12月４日(土) 〃

第５回 ２月５日(土) 〃

参加を希望される方、詳しい内容を知り

たい方は、教育支援室までお電話ください。

また、上記は小・中学生を対象としてい

る事業ですが、就学前・高校生の参加希望

がありましたら、事前にご相談ください。

第2回にこにこ みかんトーク（保護者座談会）のご案内
桑原綾子先生をお招きします！

今年も今治市から桑原綾子先生を助言者にお迎えして、保護者座
談会を開催します。子どもたちが自分らしくのびのびと過ごせるよ
うに、子育ての悩み、性に関することなど、何でも相談できる有意
義な会にしたいと思います。
参加を希望される方は、お気軽に教育支援室までお電話ください。
なお、参加人数によっては、会場を変更する
こともありますのでご了承ください。

☆ 日時 10月14日 (木) 10:00～11:30

☆ 場所 ゆめみかん２階 研修室

※ 第３回は令和３年１月26日(水)の予定です。

発達支援に関する講演会のご案内
◇ 日 時 令和３年10月３日(日) 13:30～15:30

◇ 会 場 八幡浜市文化会館ゆめみかん２階 サブホール

◇ 演 題 「作品は息子のことば」

～発達障がいのわが子と歩んで～

◇ 講 師 石村和徳さん、石村嘉成さん（新居浜市）

「インドゾウの親子」石村嘉成×とべズージアムより

◇ 申込み ９月22日(水)までに、講演会案内チラシの申込書

を所属の保育所、幼稚園、学校に提出してください。

また、直接、教育支援室に電話、ＦＡＸ、メール等

で、申し込んでいただいてもかまいません。

嘉成さんは、自閉症による発達障がいを持ちながら、高校

生から版画の創作活動を始め、2013年第２回エコールドパ

リ浮世・絵展ドローイングコンクールにおいて最年少での入

賞を果たし、優秀賞を受賞。2016年には、環境白書表紙絵

コンクールで環境大臣賞(最優秀賞)を受賞するなど、鮮やか

で力強い作品の創作で注目されています。

和徳さんは嘉成さんに対し、我が子の可能性を信じて自立

に向けた手探りの療育に取り組んで来られました。版画に出

会うことで、人に認められるという喜びを知り、それが生き

ることへの自信につながったという親子の歩みは、テレビや

新聞等多くのマスコミでも紹介されています。



クレイセラピー〔陶芸療法〕 （７月28日）

昨年に引き続き、毛利希先生（八幡浜市）を講師に、親子18

人が参加して、陶芸（信楽焼）で、マグカップ作りに取り組み

ました。なんと、東京オリンピック聖火リレー愛媛県最終ラン

ナーの真穴中出身の柳澤天馬さんも参加してくれており、はじ

めに、聖火のトーチを披露してくれました。一人一人トーチの

感触を味わい、一緒に写真も撮りました。

そして製作開始。粘土が平らになるまで手でたたき、麺棒で

広げました。平らになった粘土をマグカップの底、側面、取っ

手に切り分け、それぞれを組み合わせ、マグカップの形にして

いきました。形ができると、へらや楊枝で模様を彫ったり、絵

付けをしたりして、みんな時の経つのも忘れて取り組みました。

この日の作業はここまでで、この後は、講師の毛利先生の工

房で乾燥させ、釉薬を塗って窯で焼いていただきます。世界に
ゆ う や く

一つしかないマグカップ、完成が楽しみです。

聖火ランナー
柳澤天馬さん

第１回「生活スキル」（７月３日）・第２回「学校スキル」（８月19日※中止）

ＳＳＴでは、発達に支援の必要な子どもたちが、苦手を克服し、やる気を

引き出す活動を経験しながら、必要なコミュニケーション能力を身に付けて

いくことを目指しています。

７月３日、第１回の生活スキルでは「家庭でのお手伝い」を体験しました。

低学年では、洗濯物の干し方やたたみ方、ゴミの分別、そして高学年は掃除

機の使い方、床の掃除、お風呂掃除の練習を繰り返しました。みんな普段か

らしているようで、上手にできていました。

なお、８月19日に予定していた第２回の学校スキルは、

新型コロナの感染拡大により、愛媛県は感染対策期の対応

となっため、残念ながら中止としました。第３回は11月13

日(土)の予定です。コロナが収まっていることを祈ります。

増加傾向にある支援を要する子どもや、家庭・学校をサポートしていきます。
教育支援室（保内庁舎１階） 困ったことがあったら、いつでもご相談ください。

☆ 電話相談・来室相談（八幡浜市教育委員会教育支援室） ☆ 八幡浜いじめ110番（八幡浜市教育委員会教育支援室）
☎ ０８９４-２１-６８６４ 月～金 8:30～17:00 ☎ ０１２０-８０５-４１５ 月～金 8:30～17:00

☆ 警察安全相談（八幡浜警察署） ☆ いじめ相談ダイヤル２４（愛媛県教育委員会）
☎ ０８９４-２２-０１１０ 24時間受付 ☎ ０１２０-０-７８３１０ 24時間受付

☆ 児童相談所全国共通ダイヤル（厚生労働省） ☆ こどもの人権110番（法務局）
☎ １８９（いちはやく）児童虐待通報電話 24時間受付 ☎ ０１２０-００７-１１０ 月～金 8:30～17:15

☆ こども電話「ひびき」(ﾁｬｲﾙﾄﾞﾗｲﾝ ﾊｰﾄｺｰﾙ･えひめ) ☆ １８歳までのチャイルドライン(ﾁｬｲﾙﾄﾞﾗｲﾝ支援ｾﾝﾀｰ)
☎ ０８９-９１７-７７９７ ５と０の付く日 16:00～21:00 ☎ ０１２０-９９-７７７７ まいにち 16:00～21:00

アートセラピー〔芸術療法〕 （８月６日）

色彩アトリエ「ま・しろ」（松前町）の白石弘美先生（アートセ

ラピスト／認定心理士）を講師にお迎えし、新しくできた「川之石

地区交流拠点施設みなせ」にて開催しました。

アートセラピーは、創作活動をすること自体に癒し効果があり、

また、アートを通したコミュニケーションの中で、心の内面に触れ

ていく心理療法です。

今年は、親子で力を合わせて、一人用テント作りに取り組みまし

た。新聞紙を丸めて柱を作り、それを組み合わせ、新聞紙を貼り付

けてテントの形にしていきます。そして、テントにシールを貼った

り、飾り付けをしたりして、個性豊かなテントが完成しました。

完成したそれぞれのテントを集めて並べ、一つの村をつくりまし

た。楽しい世界が広がりました。


